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石
川

教
授
の
経
歴
と
業
績

武

石川武教授の経歴と業績

石
川
武
教
授
は
二
九
五
二
年
四
月
文
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
て
以
来
、

一
九
九
一
年
三
月
の
停
年
ま
で
、
す
で
に
四

O
年
に
近
い
研
究
者
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
研
究
業
績
を
通
覧
し
て
ま
ず
気
が
つ
く
こ
と

は
、
最
初
と
最
後
(
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
現
時
点
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
)
の
主
題
の
一
致
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
最
初
の
本
格
的
論
文
(
業
績
一
覧
H
・
2
3
1
1
以
下
数
字
だ
け
で

示
す
)
と
最
後
の
論
文

(
H
・
お
)
は
、
中
世
に
お
け
る
平
和
、
あ
る
い

は
、
平
和
運
動
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
番
目
の
論
文

(
H
・
6
7
)

と
最
後
か
ら
二
番
目
の
論
文

(
H
・
況
)
と
は
、
と
も
に
ラ
ン
ト
レ
ヒ
ト

と
レ

l
ン
レ
ヒ
ト
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
致
は
、
そ
れ
だ
け
で
、

教
授
の
問
題
意
識
の
持
続
性
を
証
し
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
教

授
の
出
発
点
と
到
達
点
(
も
ち
ろ
ん
、
さ
し
あ
た
り
の
)
を
比
較
す
る
た

I
 

I
 

I
1ノ

浩

め
に
も
、
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。

両
者
を
比
較
し
て
ま
ず
気
が
つ
く
こ
と
は
、
ス
タ
イ
ル
の
違
い
で
あ
る
。

初
期
の
作
品
が
、
堀
米
庸
三
あ
る
い
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ミ
ツ
タ
イ
ス
の

学
説
の
内
在
的
分
析
か
ら
そ
の
矛
盾
を
つ
き
、
そ
の
解
決
を
他
の
学
説
を

も
参
考
に
し
な
が
ら
探
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
期

の
作
品
で
は
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
と
い
う
法
史
料
の
用
語
法
の
厳

密
な
検
討
か
ら
、
そ
の
規
範
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
研

究
文
献
を
通
じ
た
研
究
か
ら
史
料
の
研
究
へ
と
い
う
、
歴
史
学
研
究
上
の

決
定
的
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
、
両
者
に
は
共
通
点
が
認
め
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
た
す
ら
に
論
理
的
整
合
性
を
追
求
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

学
説
が
研
究
者
の
営
為
の
所
産
で
あ
る
以
上
、
論
理
的
整
合
性
が
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l

北法41(5-6・629)2675



ゲ
ル
は
、
伝
統
的
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
学
識
法
が
及
ぶ
以
前
の
旧
来

の
ザ
ク
セ
ン
の
慣
習
(
法
)
を
記
録
し
た
も
の
、
し
た
が
っ
て
、
論
理
的

整
合
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
教
授
は
、
学
識
法
の
影
響
の
要
素
を
重
視
す
る
近
年
の
有
力
説
に

依
拠
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
な
ん
ら
か
の
法
学
教
育
を

受
け
た
者
の
い
わ
ば
「
法
学
的
作
品
」
と
い
う
仮
説
の
上
に
た
っ
て
、
こ

の
「
作
品
」
の
論
理
を
追
求
し
た
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、

教
授
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
仮
説
は
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
料
の
用
語
法
の
文
献
学
的
な
分
析
と
論
理
の
追
求
と
い

う
、
教
授
の
後
期
の
作
品
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
方
法
は
、
少
な
く
と
も
公

刊
さ
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
論
文

(
H
・
お
)
の
二

O
年

以
上
前
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る

(
H
-
m
)
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
分
析
さ

れ
た
の
は
、
テ
ー
ォ
ド
ア
・
マ
イ
ヤ
!
と
い
う
同
時
代
の
一
学
者
の
学
説

形
成
史
で
あ
っ
た
。
資
料
の
文
献
学
的
分
析
が
、
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
行
わ
る
べ
き
と
普
通
に
考
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
一
学
者
の
学
説
形
成
史
の
か
か
る
分
析
は
、
管
見
の
限
り
で

は
前
例
も
な
く
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
(
当
時
の
反
響
と

し
て
は
、
山
田
欣
五
口
「
学
界
回
顧
」
『
史
学
雑
誌
』
七
三
編
五
号
三

O
五
頁

参
照
)
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
整
合
的
論
理
に
反
す
る
こ
と
は
、
寸
マ
イ

ヤ
!
の
錯
覚
に
も
と
づ
く
誤
謬
」
、
あ
る
い
は
前
代
の
古
典
学
説
の
残
浮
と

い
う
よ
う
に
、
歴
史
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ

ば
、
マ
イ
ヤ

1
説
の
寸
あ
る
が
ま
ま
の
姿
」
で
は
な
く
、
「
あ
る
べ
き
姿
」

(
山
田
前
掲
)
に
お
い
て
論
理
的
整
合
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
の
分
析
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は

も
は
や
許
さ
れ
な
い
。
ア
イ
ケ
の
「
あ
る
が
ま
ま
の
姿
」
に
お
い
て
論
理

を
求
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
理
に
よ
っ
て
分
析
対
象
が
検
証
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
分
析
対
象
に
よ
っ
て
論
理
が
検
証
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
、
教
授
は
、
ロ
ー
マ
法
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
入
れ
て
そ
れ
を
整
合
的
に

説
明
せ
ん
と
し
た
、
か
の
グ
ロ
ツ
サ
ト
l
レ
ス
の
解
釈
学
の
高
み
に
ま
で

達
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
言
う
ま
で
も
な
く
(
開
H
m
m巾
お
だ
け
で
こ
と
足
れ
り
と
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
)
、
少
な
く
と
も

p
s
m巾
犯
を
抜
き
に
し
て
は
『
法
史
学
』
は
成

り
立
た
な
い
。
私
自
身
は
、
特
に
『
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
』
論
文
い
ら
い
、
こ
の

こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
戦
後
の
わ
が

国
の
コ
狭
義
の
)
西
洋
法
制
史
』
学
界
に
お
い
て
、
同
W
H
品
目
的
巾
と
い
う
最

も
基
礎
的
勉
強
な
い
し
作
業
が
軽
視
さ
れ
つ
@
つ
け
て
き
た
。
し
こ
れ
は
、
前

述
の
最
後
期
の
二
論
文
の
聞
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る

(
H
-
m
)
。
さ
ら

に
、
法
史
学
は
法
解
釈
学
の
侍
女
た
る
の
地
位
か
ら
自
己
を
解
放
し
、
歴
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史
学
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
世
良
晃
志
郎
に
対
し
て
、

日
本
に
お
い
て
そ
も
そ
も
法
史
学
が
ど
れ
だ
け
法
解
釈
学
の
侍
女
た
り
え

た
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
た

(
V
-
m
三
四
八
頁
)
時
に
も
、
同
じ
問

題
意
識
が
見
て
取
れ
る
。
筆
者
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
法
解
釈
学
(
歴
史

的
発
展
法
則
か
ら
解
釈
を
導
き
出
す
の
で
は
な
く
、
準
則
と
事
案
と
の
聞

の
視
線
の
往
復
に
よ
っ
て
行
う
そ
れ
)
に
と
っ
て
役
に
立
つ
成
果
を
上
げ

う
る
ほ
ど
に
、
法
素
材
を
内
在
的
に
分
析
し
た
こ
と
が
法
史
学
に
は
あ
っ

た
の
か
と
い
う
痛
烈
な
批
判
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

教
授
の
出
発
点
に
あ
っ
た
の
は
、
た
し
か
に
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
制

史
の
成
果
(
古
典
学
説
)
を
、
オ
ッ
卜

l
・
ブ
ル
ン
ナ

l
に
代
表
さ
れ
る

国
制
史
に
依
拠
し
な
が
ら
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
で
も
、
「
例
え
ば
封
建
制
度
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
を
と
っ
て
み
て

も
、
我
々
の
恐
ら
く
大
半
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
プ
ル
ン
ナ

i
の
り
巾

E
R
Z

F
江
見
回

m
g
n庄内
Z
P
N
〉
己
戸
呂
志
己
・

5
N∞
を
中
心
と
す
る
彪
大
な

研
究
を
消
化
し
て
い
た
と
自
負
し
え
た
も
の
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

若
し
彼
の
研
究
が
、
そ
の
驚
く
べ
き
実
証
的
基
礎
と
共
に
、
そ
の
鰍
密
犀

利
な
法
学
的
概
念
構
成
と
か
ら
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
た
と
え
プ

ル
ン
ナ

1
の
封
建
制
起
源
論
が
結
局
は
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
ド

l
プ
シ
ュ
的
批
判
の
受
入
れ
方
は
甚
だ
し
く
異
な
っ
た
様
相
を
と
っ

て
い
た
に
相
違
な
い
」
(
井
上
・
林
編
『
西
洋
史
研
究
入
門
』
六

O
頁
〈
堀

米
執
筆
〉
)
と
い
う
恩
師
の
影
響
は
、
教
授
に
陰
に
陽
に
及
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
|
|
ち
な
み
に
前
掲
書
中
の
堀
米
の
「
自
省
的
発
言
L

(

寸
徒
弟
の

修
行
を
ふ
る
こ
と
な
く
し
て
、
い
き
な
り
マ
ス
タ
ー
の
み
に
許
さ
れ
た
問

題
に
入
っ
て
い
た
」
)
を
、
「
若
き
研
究
者
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
」

も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る

(
H
・
9
二
三
頁
)
。
さ
ら
に
、
「
法
史
学
の

領
域
に
お
い
て
」
寸
着
実
な
実
証
主
義
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
L

(

堀
米
前

掲
七
一
頁
)
久
保
正
幡
へ
の
高
い
評
価
も
、
後
年
の
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

1

ゲ
ル
研
究
の
開
始
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
教
授
が
本
格
的
に
狭
義
の
1

法
史
」
の
問
題
へ
と
移
っ
て

い
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
王
自
由
入
学
説
L

研
究
に
一
応
の
く
ぎ
り

が
つ
い
て
か
ら
以
降
(
一
九
六
七

1
九
年
)
の
こ
と
で
あ
る

(
I
・
1
二

七
一
頁
)
。
教
授
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
学
向
上
の
盟
友
と
も
い
う
べ
き
直

居
淳
を
喪
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
問
内
在
的

な
動
機
が
よ
り
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
1

国
王
自
由

人
学
説
」
の
検
討
に
よ
っ
て
、
古
典
学
説
へ
の
批
判
的
視
点
が
確
立
し
た

こ
と
|
|
そ
れ
は
、
〈
C

]

}

内向

R
Z
が
法
的
実
態
で
は
な
く
政
策
目
標
だ
と

解
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
含
む
|
|
、
お
よ
び
、
同
じ
く
年
来
の
友
人
で
も
あ

る
カ

l
ル
・
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
の
二
二
世
紀
に
お
け
る
法
と
法
概
念
」
(
一

九
六
八
年

m-H所
収
)
に
よ
っ
て
、
「
良
き
古
き
法
」
概
念
に
批
判
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
が
、
重
要
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
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ぜ
な
ら
、
初
期
の
二
作
品
に
お
い
て
、
「
良
き
古
き
法
」
あ
る
い
は
「
ラ
ン

ト
法
」
こ
そ
は
、
論
理
的
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
(
少
な
く
と
も
筆
者
に
ゆ
そ
う

思
わ
れ
る
)
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

H
-
2
3
に
関
し
て
い
え
ば
、

き
わ
め
て
簡
略
化
す
れ
ば
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
民
衆
の
動
員
を
可
能
に

し
た
平
和
の
理
念
が
「
良
き
古
き
法
」
H
〈
C
F向
R
Z
を
破
る
立
法
権
を
生

み
出
し
(
公
共
性
の
理
念
て
そ
の
結
果
、
逆
に
、
立
法
手
続
に
お
い
て
民

衆
を
締
出
し
た
身
分
制
的
支
配
の
理
念
が
登
場
し
て
来
る
と
い
う
図
式
を

描
く
が
、
こ
こ
で
、
「
民
衆
の
法
(
〈
♀
E
E
n
r
C
L
H
「
良
き
古
き
法
L
の

存
在
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
論
理
的
に
は
よ
り
無
理
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
「
一
一
八

O
年
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
上
級

ア
ハ
ト
刑
」
が
レ

l
ン
法
の
判
決
の
執
行
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
こ

と
(
七
九
七
頁
て
あ
る
い
は
、
帝
国
諸
侯
身
分
に
ア
ロ
ッ
ド
と
い
う
ラ
ン

ト
法
的
要
件
が
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
な
が
ら
、
ラ
ン
ト
法
の
説
明
が

ネ
グ
レ
ク
卜
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
宿
題
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
教

授
は
、
「
良
き
古
き
法
」
の
姪
桔
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
、
狭
義
の
法
史
の
問

題
に
(
も
っ
と
い
え
ば
、
ラ
ン
ト
法
の
問
題
に
)
移
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ー
ー
な
お
、
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
は
、
「
正
直
に
告
白

す
れ
ば
、
実
は
ド
イ
ツ
法
史
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
ラ
ン
ト
法
と

は
何
か
と
い
う
問
題
は
難
問
中
の
難
問
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

(H-

n
一
六

O
八
頁
、
さ
ら
に
、
一
六
二
九
頁
注
4
も
参
照
)
。

そ
れ
で
は
、
教
授
は
、
後
期
の
作
品
に
よ
っ
て
、
初
期
の
作
品
の
散
を

ど
う
補
っ
て
い
石
か
と
い
う
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
な
お
全
体
像
は
明
か

で
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

H
・
3
二
0
・
二
一
頁
と

H
・
お
一
六
六
二
頁

注
削
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
「
平
和
運
動
」
と
刑
事
裁
判
手
続
と
の
関
係
に

関
す
る
分
析
が
は
る
か
に
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
裁
判
官
レ

1
ン
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

H
-
6
一
一
七
頁
以
下
と

H
-
mと
を
比
較
す
れ
ば
、
説
得
力
の
違
い
が
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
最
終
講
義
「
中
世
法
の
規

範
構
造
を
求
め
て
」
(
本
誌
四
二
巻
三
号
)
、
お
よ
び
、
「
中
世
法
と
近
代
法
L

(
『
ド
イ
ツ
近
代
法
史
辞
典
』
所
収
)
に
お
い
て
、
間
も
な
く
明
ら
か
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
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石
111 

武
教
授
経
歴

昭
和
二
年
一
一
月
二
九
日

昭
和
一
二
年
七

昭
和
二
四
年
一
二

昭
和
二
四
年
内

昭
和
二
七
年

昭
和
二
七
年

昭
和
三
一
年

石川武教授の経歴と業績

昭
和
三
二
年

昭
和
三
三
年
一
二
月

寸二
月月月

四'三
月月

五
月

九
月

北
海
道
室
蘭
市
に
生
ま
れ
る

北
海
道
帝
国
大
学
予
科
理
類
入
学

同
右
修
了

北
海
道
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
(
西
洋

史
専
攻
)
入
学

同
右
卒
業

北
海
道
帝
国
大
学
A

昭
和
二
八
年
四
月
か

ら
北
海
道
大
学
)
文
学
部
助
手

北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
と
し
て
内

地
研
究
(
東
京
大
学
法
学
部
)
に
従
事
(
昭

和
三
二
年
八
月
ま
で
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
フ
ラ
イ
プ
ル
グ
大

学
)
へ
出
張
(
昭
和
三
三
年
一

O
月
ま
で
)

昭
和
三
四
年
度
北
海
道
大
学
試
験
問
題
出

題
委
員

昭
和
三
七
年

昭
和
四

O
年

昭
和
四

O
年
二
一
月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年
一
二
月

ノ、

月
七
月

九
月月月

四
月

J¥ 
月

日

北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
(
法
律
史
講
座

担
任
)
(
現
在
に
至
る
)

北
海
道
大
学
学
生
部
委
員
会
委
員
(
昭
和

四
一
年
七
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
学
生
相
談
委
員
会
委
員
(
昭

和
四
一
年
七
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
教
養
部
審
議
会
委
員
(
昭
和

四
一
年
一
一
月
ま
で
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
ベ
ル
リ
ン
自
由
大

学
)
へ
出
張
(
昭
和
四
五
年
九
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
評
議
員
(
昭
和
四
六
年
二
一

月
ま
で
)

北
海
道
大
学
改
革
検
討
委
員
会
第
二
1

一

専
門
委
員
会
委
員
(
昭
和
四
七
年
七
月
ま

で
)

北
海
道
大
学
入
学
者
選
抜
試
験
制
度
調
査

委
員
会
委
員
(
昭
和
四
七
年
四
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
協
議
員
(
昭
和
四
八
年
一

O

月
ま
で
)

北
海
道
大
学
法
学
部
長
(
昭
和
四
八
年
一

北法41(5-6・633)2679



昭
和
四
七
年
一
一
月

昭
和
四
八
年
一
二
月

昭
和
四
九
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年
一
一
月 月

四
月

二
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
評
議
員
(
昭
和
四
八
年
一
二

月
ま
で
)

北表昭 四 北
海彰和八海
道 四年道
大 七一大
学 年二学
法 度月大
学 北ま学
部 海で院
長道)委
(大員
昭学会
和永 委
四年員
九勤(
年 務昭
一者和

二
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
評
議
員
(
昭
和
田
九
年

月
ま
で
)

北
海
道
大
学
大
学
院
委
員
会
委
員
(
昭
和

四
九
年
一
二
月
ま
で
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
フ
ラ
ン
ス
へ
出
張

(
七
月
ま
で
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
ベ
ル
リ
ン
自
由
大

学
)
へ
出
張
(
昭
和
五
二
年
九
月
ま
で
)

文
部
省
在
外
研
究
員
(
長
期
甲
種
及
び
短

期
)
学
内
審
査
に
か
か
る
専
門
委
員
会
社

会
系
委
員
(
昭
和
五
三
年
一
一
月
ま
で
)

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

五
月

九 六
月月

七
月

四
月月

四
月

北
海
道
大
学
第
二
次
入
学
試
験
実
施
総
務

部
会
部
員
(
昭
和
五
五
年
三
月
ま
で
、
五

四
年
四
月
同
総
務
部
会
責
任
者
)

北
海
道
大
学
入
学
者
選
抜
委
員
会
委
員

(
昭
和
五
五
年
三
月
ま
で
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
へ
出
張

北
海
道
大
学
主
管
共
通
第
一
次
学
力
試
験

実
施
総
務
部
会
部
員
(
昭
和
五
五
年
三
月

ま
で
、
五
四
年
四
月
間
総
務
部
会
責
任

者
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
へ
出
張
(
九
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
入
学
者
選
抜
制
度
調
査
委
員

会
委
員
(
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
教
養
課
程
教
育
協
議
会
委
員

(
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
図
書
館
委
員
会
委
員
(
昭
和

五
八
年
二
月
ま
で
)

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
実
施
方
法
専
門
委
員

会
委
員
(
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
、
六
三

年
四
月
同
専
門
委
員
会
委
員
長
)
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昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年
一
一
月

昭
和
五
八
年
一
二
月

昭
和
五
九
年

昭
和
六
二
年

石川武教授の経歴と業績

平
成

平
成

/¥ 
月

九
月

五
月

元
年

月

ヌじ
年

五
月

北
海
道
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
準
備
検

討
委
員
会
委
員

放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
(
研
究
開
発
部
)

教
授
に
併
任
(
昭
和
五
八
年
三
月
ま
で
)

法
学
博
士
(
北
海
道
大
学
)

イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
ベ
ル

リ
ン
自
由
大
学
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
)

へ
研
修
(
昭
和
六
一
年
四
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
学
生
部
長
(
平
成
元
年
四
月

ま
で
)

北
海
道
大
学
評
議
員
(
平
成
元
年
四
月
ま

で
)

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
員
(
昭
和

六
三
年
三
月
ま
で
)

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
受
賞
(
日
独
学
術
交
流
の

功
労
に
よ
り
)

北
海
道
大
学
学
生
部
長
(
平
成
三
年
三
月

ま
で
)

北
海
道
大
学
評
議
員
(
平
成
三
年
三
月
ま

で
)

平
成

元
年
一
二
月

北
海
道
大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員

会
委
員
(
平
成
三
年
三
月
ま
で
)

ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
連
邦

平
成

年

七
月

平
成

共
和
国
へ
出
張
(
八
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
教
授
停
年
退
官

年

三
月
三
一
日

非
常
勤
講
師

北
海
道
大
学
(
教
育
・
文
学
・
経
済
・
歯
学
・
教
養
)
、
札
幌
医
科
大
学
、

北
海
道
大
学
工
業
教
員
養
成
所
、
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
旭
川
分

校
、
北
海
学
園
大
学
法
学
部
、
東
北
大
学
法
学
部

学
会
関
係

法
制
史
学
会
、
史
学
会
、
比
較
・
法
H
国
制
史
研
究
会
、
〈
ぬ
お
宮
町
ロ
吋

〈
巾
門
町
田
印
印
口
口
問
団
関
何
回
円

y
k
y
g
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石
} 11 

武
教
授
業
績

著
書

一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年

ω序
説
・
中
世
初
期
の
自
由
と
国
家
l
l
国
王
自
由
人
学
説
と
そ
の
問
題

創
文
社

点

ー

ー
II 

論
説

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年

川
西
洋
の
近
代
|
l
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
l
パ
l
の
場
合
|
|

歴
史
家
二
号

一
九
五
回
(
昭
和
二
九
)
年

ωド
イ
ツ
中
世
の
平
和
運
動
に
お
け
る
寸
公
共
性
の
理
念
L

(

一)

歴
史
学
研
究
一
七
二
号

ωド
イ
ツ
中
世
の
平
和
運
動
に
お
け
る
「
公
共
性
の
理
念
」
(
二
)

一
七
三
号

同
神
の
平
和
1
1
中
世
に
お
け
る
平
和
運
動
の
成
立
と
そ
の
屈
折
|
|

歴
史
教
育
二
巻
八
号

一
九
五
五

(
昭
和
三

O
)
年

ωの
Eロ
内
同
町
ぬ
吋
吋
凹
円
『
同
即
時
同
・
回
田
口
口
町
巾
吋
吋
印
門
町
阻
止
・
。
巾
ユ

n
z
g
y
q門
出
円
}
区
内
門
|
|

封
建
社
会
に
お
け
る
寸
荘
園
制
L

の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
|

北
大
史
学
三
号

一
九
五
六
(
昭
和
三
二
年

附
ド
イ
ツ
国
制
史
に
お
け
る
一
一
八

O
年
|
|
確
立
期
に
お
け
る
「
ド
イ

ツ
封
建
王
政
」
に
関
す
る
一
つ
の
覚
書
|
|
(
一
)

国
家
学
会
雑
誌
七

O
巻
一

O
号

的
ド
イ
ツ
国
制
史
に
お
け
る
二
八

O
年

l
|
確
立
期
に
お
け
る
「
ド
イ

ツ
封
建
王
政
」
に
関
す
る
一
つ
の
覚
書
|
|
(
一
一
)

七
O
巻
一
丁
一
一
一
号

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年

附
封
建
制
の
成
立
と
封
建
制
社
会
の
《
細
胞
》

北
海
道
大
学
法
学
舎
論
集
八
巻
了
二
号

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年

川
間
学
説
史
と
思
想
史
|
|
橡
川
氏
に
よ
る
「
中
世
国
家
論
」
批
判
の
「
発

想
法
」
を
め
ぐ
っ
て
北
海
道
大
学
法
学
舎
論
集
九
巻
三
号
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一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年

側
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
「
グ
ル
マ
ン
法
に
お
け
る
ジ
ッ
ぺ
L

(

紹
介
)

北
海
道
大
学
法
学
舎
論
集
一
一
巻
四
号

仙
ボ

l
ズ
ル
の
「
ア

1
デ
ル
パ
ウ
ア

l
」
に
関
す
る
構
想
|
|
松
田
智
雄

教
授
の
近
業
に
対
す
る
一
つ
の
疑
問
|
|北

大
法
学
論
集
二
一
巻
一
号

ω国
王
自
由
入
学
説
と
そ
の
問
題
点

l
|
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
制
史

研
究
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
(
一
)

北
大
法
学
論
集
一
二
巻
二
号

石川武教授の経歴と業績

一
九
六
二
(
昭
和
三
七
)
年

帥
国
王
自
由
人
学
説
と
そ
の
問
題
点
|
|
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
制
史

研

究

へ

の

一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

(

二

)

一

二

巻

三

号

帥
国
王
自
由
人
学
説
と
そ
の
問
題
点
|
|
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
制
史

研

究

へ

の

一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

(

三

)

一

二

巻

四

号

ω国
主
自
由
入
学
説
と
そ
の
問
題
点

l
l
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
田
制
史

研

究

へ

の

一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

(

四

)

一

三

巻

一

号

一
九
六
三
(
昭
和
三
八
)
年

M
W
国
宅
自
由
人
学
説
と
そ
の
問
題
点
|
|
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
制
史

研

究

へ

の

一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

(

五

)

一

三

巻

二

号

仰
国
王
自
由
人
学
説
と
そ
の
問
題
点
|
|
中
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
制
史

研
究
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
(
六
・
完
)
一
三
巻
一
二
H
四
号

制
「
完
全
自
由
人
」
と
は
何
か
|
テ
オ
ド

i
ル
・
マ
イ
ヤ

l
説
の
学
説

史
的
分
析
|
|

久
保
正
幡
編
『
中
世
の
自
由
と
国
家
(
上
)
』
(
創
文
社
)

側
ゲ
ル
マ
ン
時
代
の
「
貴
族
」
に
つ
い
て
歴
史
教
育
一
一
巻
八
号

一
九
六
九
(
昭
和
四
四
)
年

側
フ
ラ
ン
ク
時
代
に
お
け
る
封
建
制
の
成
立
と
封
建
化

『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
7
中
世
1
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
1
』

(
岩
波
書
底
)

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年

ω
『
中
世
国
家
の
構
造
』
か
ら
『
中
世
の
光
と
影
』
へ

l
l
堀
米
庸
三
教

授
の
業
績
に
寄
せ
て
ー
ー

西
洋
中
世
史
研
究
会
編

『
西
洋
中
世
世
界
の
展
開
|
|
堀
米
庸
三
先
生
還
暦
記
念
論
集
』

(
東
大
出
版
会
)

一
九
七
回
(
昭
和
四
九
)
年

仰
ギ
l
ル
ケ
(
法
学
者
・
人
と
作
品
)

別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
五
ご
九
七
四
年
六
月
)
号

〔
伊
藤
正
巳
編
『
法
学
者
人
と
作
品
』
(
日
本
評
論
社
)

昭
和
六

O
年
所
収
〕

北法41(5-6・637)2683



一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年

川
川
口

2
5
5巾
E
Zユ
-ny巾
河
宮
町
片
山
口

]
8
2
5。
口
町
三
∞
円
匡
出
口
己
・

〉

Z
E
E
R・
5
ロ
・
国
ロ
ヨ

σ
o
-
P
ω
E
E
D
m
(
E
g
m
)
一
司

5
2・

印
門
町
民
宗
門
町
巾

N
ロ
E
g
g
g
R
σ
巾
芹
ロ
ロ
門
同
〉
ロ

m
g
g
n
y
N当日田
n
y
g

同)mc門凹
nF-出
口
弘
ロ
ロ
己
』
曲
目
)
白
ロ

一
九
八
五
(
昭
和
六

O
)
年

仰
い
わ
ゆ
る
『
市
民
政
府
論
』
(
ロ
ッ
ク
)
に
関
す
る
覚
書
(
一
)

北
大
法
学
論
集
三
六
巻
了
二
号

一
九
八
六
(
昭
和
六
二
年

間
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
ゲ
ヴ
ェ

1
レ

北
大
法
学
論
集
三
七
巻
二
号

棚
田
巾
の
巾
当
巾
司
巾
一
ヨ

ω同門
ymmDmuwm巾一-

m，
g
g
n
}
丘
町
H
B吋
出
血
ロ
印
吋
}
己

m
g
m
N
C
印巾

5
m
g
∞。・

cmσ
ロ
ユ
印

g
m

一
九
八
七
(
昭
和
六
二
)
年

間
人
に
つ
い
て
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
・
小
考
北
大
法
学
論
集
三
七
巻
四
号

制
回
想
話
2
5
5
考

北

大

法

学

論

集

三

七

巻

五

号

側
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
ア
イ
ゲ
ン
法
制
史
研
究
三
六
号

一
九
八
八
(
昭
和
六
三
)
年

側
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
相
続
法
の
位
置

北
大
法
学
論
集
三
八
巻
五
土
ハ
号

一
九
八
九
(
平
成
元
)
年

ωザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
!
ゲ
ル
に
お
け
る
ラ
ン
ト
法
と
レ

l
ン
法
(
一
)

北
大
法
学
論
集
三
九
巻
五
H

六日守

一
九
九

O
(平
成
二
)
年

問
ア
イ
ゲ
ン
と
ゲ
ヴ
ェ

1
レ
・
補
論
|
|
岩
野
英
夫
氏
の
批
判
に
接
し
て

北
大
法
学
論
集
四

O
巻
三
号

制
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
平
和
と
法
(
一
)

北
大
法
学
論
集
四

O
巻
五
H

六
号

I
 

I
 

I
 
翻
訳

一
九
七

O
(昭
和
四
五
)
年

ωへ
ル
ピ
ッ
ク
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成
|
|
中
世
史
の
基
本
的
諸
問
題

ー

l

』

(

共

訳

)

岩

波

書

店

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
)
年

ωオ
ッ
ト

l
・
ブ
ル
ン
ナ

1
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
ー
そ
の
歴
史
と
精
神
』

岩
波
書
庖

(
共
訳
)

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年

ω原
血
(
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

1
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
』
(
共
訳
)

創
文
社

北法41(5-6・638)2684



凶
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
「
二
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
神
の
平

和

』

」

法

制

史

研

究

二

六

号

一
九
七
八
(
昭
和
五
三
)
年

ω史
料
「
ウ
オ
ル
ム
ス
荘
園
法
」
(
抜
粋
)

守
久
保
正
幡
先
生
還
暦
記
念

酋
洋
法
制
史
料
選
H
中
世
』

(
創
文
社
)

附
史
料
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
」
(
抜
粋
)

守
久
保
正
幡
先
生
還
暦
記
念
西
洋
法
制
史
料
選
H
中
世
』

(
創
文
社
)

的
「
ロ

l
マ
法
継
受
時
代
の
立
法
」
(
共
訳
)

テ
ィ

l
メ
著
/
久
保
正
幡
監
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
歴
史
と
理
念
』

石川武教授の経歴と業績

(
岩
波
書
庖
)

附
テ
ィ

l
メ
「
神
聖
ロ

1
マ
帝
国
の
首
長
と
構
成
員
|
|
連
邦
主
義
の
問

題
に
寄
せ
て
|
l
L
(
共
訳
)

テ
ィ

l
メ
著
/
久
保
正
幡
監
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
歴
史
と
理
念
』

(
岩
波
書
庖
)

問
テ
ィ

1
メ
「
凹

-m世
紀
の
法
史
学
研
究
に
お
け
る
発
展
思
想
L

テ
ィ

l
メ
著
/
久
保
正
幡
監
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
歴
史
と
理
念
』

(
岩
波
書
庖
)

帥
ダ
ン
ネ
ン
パ
ウ
ア

l
寸カ

l
ロ
リ
ン
グ
朝
の
軍
隊
に
お
け
る
自
由
人
」

古
代
学
協
会
編
『
西
洋
古
代
史
論
集
皿
』
(
東
大
出
版
会
)

一
九
八
一
(
昭
和
五
六
)
年

ωハ
ン
ス
・
テ
ィ

l
メ
「
法
史
学
と
法
学
」北

大
法
学
論
集
三
一
巻
一
子
四
号

一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年

ωユ
ス
ト
寸
絶
対
主
義
の
諸
段
階
と
諸
形
態
|
|
一
つ
の
概
観
|
|
」

ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
、
ブ
ィ

l
ア
ハ
ウ
ス
他
著
/
成
瀬
治
監
訳

『
伝
統
社
会
と
近
代
国
家
』
(
岩
波
書
庖
)

ωェ
l
ス
ト
ラ
イ
ヒ
「
帝
国
国
制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
体
系
(
一
六
四

八
年

1
一
七
八
九
年
)
」

ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
、
ブ
ィ

l
ア
ハ
ウ
ス
他
著
/
成
瀬
治
監
訳

『
伝
統
社
会
と
近
代
国
家
』
(
岩
波
書
庄
)

一
九
八
九
(
平
成
元
)
年

凶
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
著
『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
虚
像
と
実
像

l
l
ド
イ
ツ
法
史
の

新

し

い

道

』

(

監

訳

)

創

文

社

間
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
「
『
ゲ
ル
マ
ン
法
』
|
|
あ
る
研
究
(
史
)
上
の
問
題
」

ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
著
/
石
川
武
監
訳

『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
虚
像
と
実
像
|
|
ド
イ
ツ
法
史
の
新
し
い
道
』

(
創
文
社
)

北法41(5-6・639)2685

M
W
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
寸
法
の
記
録
と
法
の
現
実
|
|
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ



ル
の
事
例
L

ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
著
/
石
川
武
監
訳

『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
虚
像
と
実
像
|
|
ド
イ
ツ
法
史
の
新
し
い
道
』

(
創
文
社
)

IV 

学
界
動
向
・
追
悼
の
辞
等

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年

ωド
イ
ツ
に
お
け
る
地
方
史
研
究
と
北
海
道
史
研
究

北
海
道
地
方
史
研
究
三
二
号

ω
「
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の
中
世
史
研
究
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て

法
制
史
研
究
九
号

一
九
六

O
(昭
和
三
五
)
年

ω一
九
五
九
年
の
歴
史
学
界
、
西
洋
史
(
中
世
)

史
学
雑
誌
六
九
巻
五
号

凶
学
界
回
顧
一
九
六

O
年
法
制
史
(
西
洋
法
制
史
)

法
律
時
報
三
二
巻
一
四
号

問
中
世
初
期
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
の
出
発
点
(
昭
和
三
四
年
四
月
法
制
史

学
会
第
一
一
回
総
会
)
〈
要
旨
〉
法
制
史
研
究
一

O
号

一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年

削
学
界
回
顧
一
九
六
一
年
法
制
史
(
西
洋
法
制
史
)

法
律
時
報
三
三
巻
一
三
号

北法41(5-6・640)2686

一
九
六
ニ
(
昭
和
三
七
)
年

的
学
界
回
顧
一
九
六
二
年
法
制
史
(
西
洋
法
制
史
)

法
律
時
報
三
四
巻
二
一
号

附

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

封

建

社

会

の

研

究

歴

史

教

育

一

O
巻
一
号

附
木
村
尚
三
郎
氏
に
お
け
る
「
封
建
化
」
・
「
封
建
制
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ

法
制
史
研
究
一
二
号

て
一
九
六
三
(
昭
和
三
八
)
年

側
序
論
|
|
本
書
の
成
立
に
い
た
る
ま
で
|
l
(
共
著
)

久
保
正
幡
編
『
中
世
の
自
由
と
国
家
(
上
)
』
(
創
文
社
)

一
九
六
八
(
昭
和
四
三
)
年

ω直
居

淳

氏

の

逝

去

を

悼

む

法

制

史

研

究

一

九

号

一
九
六
九
(
昭
和
四
四
)
年

回
総
括
に
代
え
て

l
l
直
居
淳
氏
を
偲
び
つ
つ
|
|
(
共
著
)

久
保
正
幡
編
守
中
世
の
自
由
と
国
家
(
下
)
』
(
創
文
社
)

一
九
七
六
(
昭
和
五
二
年

帥
回
口
。
-onwt司
ロ
ロ
∞

n
y
白
ロ
印
】
同
日
)
白
ロ
・



∞
巾
一
昨
円
陣

m
m
N己
吋

t
J刊
一
円
仲
間
門
町
釦
町
一
行
印
・
ロ
ロ
門
日

ω
。N一向

]
肉
叩
印
門
町
一
円
町
一
行
巾
・

司
巾
印
丹
田
円
買

5

E
門

出

・

出

巾

-
E
m
Nロ
ヨ

告

の

巾

σロ
ユ

m
g
m

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年

同
堀
米
庸
三
先
生
の
逝
去
を
悼
ん
で

一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年

日
ラ
ン
ト
・
ラ
ン
ト
法
・
ラ
ン
ト
平
和
|
|
0
・
プ
ル
ン
ナ

l
「
ラ
ン
ト

論
」
の
歴
史
的
再
構
成
の
手
が
か
り
と
し
て

l
l
(
昭
和
五
六
年
四

月
法
制
史
学
会
第
三
三
回
総
会
)
〈
要
旨
〉
法
制
史
研
究
三
二
号

一
九
八
四
(
昭
和
五
九
)
年

側
初
期
メ

i
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
軍
隊
と
王
権
|
|
共
通
課
題
「
中
世
の
法

と
国
制
を
め
ぐ
っ
て
」
(
第
初
回
研
究
大
会
)
に
寄
せ
て
|
|

法
制
史
研
究
二
六
号

石川武教授の経歴と業績

法
制
史
研
究
三
三
号

制
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
秩
序
の
構
造
と
展
開
|
|
新
た
な
中
世

法
論
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
|
|
総
合
研
究

ω総
括
報
告

一
九
八
五
(
昭
和
六

O
)
年

側
「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
秩
序
の
構
造
と
展
開
」
を
め
ぐ
っ
て

法
制
史
研
究
三
四
号

一
九
八
九
(
平
成
元
)
年

側
世
良
晃
志
郎
先
生
を
偲
ん
で

一
九
九

O
(平
成
二
)
年

創
文
二
一

O
一
号

伽
世
良
晃
志
郎
先
生
の
逝
去
を
悼
ん
で

法
制
史
研
究
三
九
号

V 

書
評

一
九
五
六
(
昭
和
三
二
年

ω上
原
専
禄
『
世
界
史
像
の
新
形
成
』

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年

ω荘
子
邦
雄
「
封
建
制
社
会
に
お
け
る
刑
法
」
、
寸
ゲ
ル
マ
ン
古
代
刑
法
の

性

格

」

法

制

史

研

究

七

号

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年

ω塙
浩

「

西

洋

法

史

学

の

課

題

」

法

制

史

研

究

九

号

ω宇
尾
野
久
「
い
わ
ゆ
る
中
世
的
自
由
に
つ
い
て
し
法
制
史
研
究
九
号

一
九
六

O
(昭
和
三
五
)
年

同
世
良
晃
士
山
郎
「
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
研
究
の
諸
動
向
」
(
一
)
(
四
)

法
制
史
研
究
一

O
号

歴
史
評
論
七
二
号

北法41(5-6・641)2687 

一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年

倒
木
村
尚
三
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
古
典
的
封
建
制
の
成
立
前
提
」

法
制
史
研
究
一
一
号

一
九
七
五
(
昭
和
五

O
)
年



川
久
保
正
幡
「
西
洋
法
制
史
学
の
展
望
L

、
「
法
社
会
学
と
法
史
学
」
、
「
中

世

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

」

法

制

史

研

究

二

四

号

附
増
田
四
郎
『
西
洋
中
世
社
会
史
研
究
』
史
学
雑
誌
第
八
四
編
第
六
号

一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年

『
ゲ
ル
マ
ン
法
史
に
お
け
る
自
由
と
誠
実
』法

制
史
研
究
三
一
号

削
村
上
淳
一

一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年

川
林
毅
「
世
良
法
史
学
に
つ
い
て
|
|
一
つ
の
覚
書
1
1
」

法
制
史
研
究
三
二
号

一
九
九

O
(平
成
一
一
)
年

ω岩
野
英
夫
氏
の
御
批
判
に
接
し
て

法
制
史
研
究
三
九
号

VI 

辞
典
項
目
・
用
語
解
説
等

一
九
六

O
(昭
和
三
五
)
年

ωザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年

ωザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
北
海
道
新
聞
(
昭
五
四
・
四
・
二
夕
刊
)

ωフ
ェ

l
デ

世
界
名
著
大
辞
典
(
平
凡
社
)

(
昭
五
四
・
五
・
二
夕
刊
)

ω
「家
L

の
平
和

同
「
神
の
平
和
」
の
成
立

刷
「
平
和
」
と
「
休
戦
」

一
九
八
八
(
昭
和
六
三
)
年

(
昭
五
四
・
五
・
二
三
夕
刊
)

(
昭
五
四
・
六
・
二
六
夕
刊
)

(
昭
五
四
・
七
・
一

O
夕
刊
)

的
封
建
制

附
封
建
国
家

日
本
大
百
科
全
書
第
二
一
巻
(
小
学
館
)

日
本
大
百
科
全
書
第
二
一
巻
(
小
学
館
)

一
九
八
九
(
平
成
元
)
年

間
ゲ
ヴ
ェ

1
レ

新
法
律
学
辞
典
・
第
三
版
(
有
斐
閣
)

VII 

そ
の
他
(
主
に
大
学
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

一
九
六
七
(
昭
和
田
二
)
年

ω基
礎
教
育
と
一
般
教
育

(I)

機
関
研
究
報
告
資
料
第
4
輯

一
般
教
育
に
関
す
る
研
究
|
|
北
大
方
式
を
中
心
に
し
て
|
|

(
北
海
道
大
学
教
養
部
)

一
九
六
八
(
昭
和
四
三
)
年

ω基
礎
教
育
と
一
般
教
育

(H)

機
関
研
究
報
告
資
料
第
5
輯

北法41(5-6・642)2688



一
般
教
育
に
関
す
る
研
究
|
|
北
大
方
式
を
中
心
に
し
て
|
l

(
北
海
道
大
学
教
養
部
)

一
九
七
一
(
昭
和
四
六
)
年

ωベ
ル
リ
ン
雑
記
(
一
)
|
|
十
年
目
の
西
ド
イ
ツ
|
|
創
文
九
四
号

ωベ
ル
リ
ン
雑
記
(
二
)
}
|
そ
の
後
の
「
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の
中
世
史
研

究
グ
ル
ー
プ
L
I
-
-

同
ベ
ル
リ
ン
雑
記
さ
一
)
|
l
ド
イ
ツ
の
学
生
に
教
え
て
ー
ー

九
五
号

九
六
号

削
ベ
ル
リ
ン
雑
記
(
四
)
|
|
東
と
西
の
あ
い
だ
l
l
九
七
号

川
ベ
ル
リ
ン
雑
記
(
最
終
回
)
l
l
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
お
け
る
大
学

改
革

l
t

九
八
号

石川武教授の経歴と業績

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年

附
私
の
法
学
入
門
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二

O
九
(
一
九
七
三
年
四
月
)
号

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
)
年

刷
学
生
の
指
導
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て

第
一
四
回

北
海
道
地
区
大
学
厚
生
補
導
職
員
研
修
会
報
告
書
昭
和
四
九
年
度

(
北
海
道
地
区
大
学
厚
生
補
導
協
議
会
)

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年

川
公
の
論
理
と
私
の
論
理
北
海
道
新
聞
(
昭
五
二
・
一

0
・二

O
夕
刊
)

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年

ω大
学
紛
争
ー
ー
そ
の
後
十
年
(
一
)
|
|
紛
争
の
原
因
|

北
海
道
新
聞
(
昭
五
四
・
四
・
二
ハ
夕
刊
)

聞
大
学
紛
争
ー
ー
そ
の
後
十
年
会
二
|
|
改
革
の
原
点
|
|

(
昭
五
四
・
四
・
一
七
夕
刊
)

制
大
学
紛
争
ー
ー
そ
の
後
十
年
(
三
)
|
|
北
大
法
学
部
の
改
革
|
|

(
昭
五
四
・
四
・
一
八
夕
刊
)

帥
大
学
紛
争
ー
ー
そ
の
後
十
年
(
四
)
1
1
残
さ
れ
た
課
題
|
|

(
昭
五
四
・
四
・
一
九
夕
刊
)

一
九
八
一
(
昭
和
五
六
)
年

.mwテ
ィ
l
メ
文
庫
に
つ
い
て

川
間
寸
基
礎
教
育
L

の
概
念
に
つ
い
て

協
議
会
資
料
集
2
(北
海
道
大
学
教
養
課
程
教
育
協
議
会
)

法
制
史
研
究
三

O
号

一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年

同
テ
ィ

i
メ

文

庫

の

こ

と

検

蔭

五

八

号

同
問
わ
れ
る
総
合
大
学
の
あ
り
方
|
|
「
北
大
百
年
史
」
完
成
に
寄
せ
て

ー

l

北

海

道

新

聞

(

昭

五

七

・

八

・

二

七

夕

刊

)

一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年

同
一
般
教
育
を
ど
う
考
え
る
か

協
議
会
資
料
集
日
(
北
海
道
大
学
教
養
課
程
教
育
協
議
会
)
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側
大
学
に
お
げ
る
厚
生
補
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て

第
二
三
回

北
海
道
地
区
大
学
厚
生
補
導
職
員
研
修
会
報
告
書
昭
和
五
八
年
度

(
北
海
道
地
区
大
学
厚
生
補
導
協
議
会
)

ω放
送
を
通
じ
て
大
学
教
育
を
|
北
大
放
送
講
座
の
開
始
に
当
た
っ
て

北
海
道
新
開
(
昭
五
八
・
八
・
三
夕
刊
)

一
九
八
四
(
昭
和
五
九
)
年

聞
大
学
放
送
講
座
の
一
年
|
|
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て

北
海
道
新
聞
(
昭
五
九
・
九
・
四
夕
刊
)

一
九
八
六
(
昭
和
六
二
年

M
W
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
(
上
)北

海
道
新
聞
(
昭
六
一
・
一
一
・
一
七
夕
刊
)

凶
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
(
下
)
(
昭
六
一
・
一
一
・
一
八
夕
刊
)

一
九
八
七
(
昭
和
六
一
一
)
年

回
総
合
大
学
と
し
て
の
北
大
が
当
面
す
る
課
題
1
1
討
論
の
た
め
の
素
材

自
費
出
版

と
し
て
ー
ー

側
就
任
に
あ
た
っ
て

え
る
む
四
九
号

一
九
八
九
(
平
成
元
)
年

間
再
任
に
あ
た
っ
て

え
る
む
五
四
号

一
九
九

O
(平
成
二
)
年

側
最
近
の
学
生
気
質
に
つ
い
て
|
|
日
本
と
ド
イ
ツ
|
|

講
演
会
記
録
H
(札
幌
学
生
雇
用
主
協
議
会
)

北法41(5-6・644)2690

側
戦
後
四

O
年
|
|
東
と
西
|
|

全
国
大
学
保
険
管
理
協
会
北
海
道
地
方
部
会

設
立
二

O
周
年
記
念
集
会
報
告
書


